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メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

 

 

      

会員ひと言            岡  進               ◎今月の聖句◎     

～現場の力～               父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内に 

      会社生活を終えてから、現役時代には出来な     いるように、すべての人を一つにしてください。彼らもわたし

た                                   

     かったことを多くするようになった。残念なが    ちの内にいるようにしてください。そうすれば、世は、あなたが            

ら旅行とか趣味的なことではなく、雑用とか庶    わたしをお遣わしになったことを、信じるようになります                   

務的なこと。今年大きかったのは関西にある妻               －ヨハネによる福音書17章21節－                         

の実家の空き家や墓の処理、こういう作業     私たち会員の精神的基盤となるみ言葉です。                               

を行うと、今までとは違う新たな人たちに会う機会が多くなる。    基は、YMCAのロゴマークに用いられたことから、                          

不動産関係の業者、〇〇士はもちろん、リサイクルショップ、   ワイズでも国際聖句として用いられるようになりました。                           

古書店、古着屋、市のごみ処理場、不用品回収業者、解体業者、    1年の終わりに臨み、ここで再び原点に立ち帰って…。                           

墓石屋、あるいは電機･ガス･水道等のインフラ関係の人々など…。       強調月間  ＥＭＣ／ＭＣ 

動かす人々の質の高さに支えられている面が大きいということ。      

能力のみならず、心掛けというか、きめ細かさ･丁寧さ、挨拶     ‘ＥＭＣ’のうちのＭ（Membership）とC（conservation）                               

などの対応も含めて…。一概には言えないが、オフィスに閉じ   ‘会員増強’と‘意識高揚’アクションを意味します。                              

こもっているより、屋外で体を動かして働く方が心の健康も保ち    そのどちらも、私たちワイズにはゆるがせにはできません。                                

やすいのではないかとさえ思うことがある。            高齢化の進む中で、片時も忘れてはならないテーマです。                               

今、人手不足が叫ばれている介護士、看護師、宅配便、運転士の    ワイズに若い血を注ぎ、五十年、百年先を見据えたワイズ                                 

人たちも含め、現場の人たちを大切にしていかねば…と思う。   運動を展開していかなければなりません。先に10月に                                

挨拶もこちらから、より丁寧にすることを心掛けたい。       強調月間で挙げられた‘Ｅ’（クラブの新設・拡張）と                               

特に「ありがとう」のひと言は大切…と思うのですが、ワイズの       ともに、ワイズ各自が打つべき手だてを考え、具体的な                                  

皆さんはいかに思われますか…。                行動に移すように注力しなければ…、良い知恵を出し合って…。                                                               
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 ２０１８年 1２月会報 第２９０号 
         国際会長（ＩＰ）  Moon Sang Bong  (韓国)                                                          

２０１8   主  題 “Yes，we can change”  「私たちは変えられる」         

スローガン“Courage to challenges”  「挑戦への勇気」 

        アジア太平洋地域会長（ＡＰ）   田中 博之 (東日本区)  

     主   題  “Action”  「アクション」                                    

～    スローガン “With Pride and Pleasure” 「誇りと喜びを持って」 

   東日本区理事 （ＲＤ）   宮内 友弥 （東京武蔵野多摩）   

      主  題 「為せば、成る」  “Ｎｏ ｃｈａｌｌｅｎｇｅ，Ｎｏ ｆｒｕｉｔ．” 

２０１９   スローガン「ワイズが何をしてくれるかではなく、あなたがワイズに対して何が出来るかを考えて実行しよう」 

湘南･沖縄部部長  佐藤 節子 （厚木） 

主  題 「心を元気に きずなを深めあえるワイズをめざそう！」 

クラブ会長  浦出 昭吉  「今こそ会員増強目指して初心に帰ろう」                          

主 題        副 会 長 吉原 訓  書記 加藤 利榮  会計 鈴木 ひろ子                  

メネット事業 吉原 和子  担当主事 瀬戸 俊孝 

 

 

       
       

 
  

 
  

 
  

 
  

 



11月在籍者数 11月出席者数 出席率  
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C S ・ T O F ・
A S F 

(円) 

Ｂ Ａ Ｐ Ｙ 

（円） 

ロ バ 

（円） メ ン 11 メ ン 10 94％ 

メネット 8 メネット 3  前 月 迄 0 0 0 0 0 

  ゲ ス ト ら 9  当 月 0 0 0  0 

計 19 合 計 22  累 計 0 0   0 0 0 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 

 



 

 

☆第1例会（‘YMCA・い～とつか祭’ワイズバザー）報告☆       浦出 昭吉   

日 時： 2018年11月3日（土） 9：30～13：30    ということで、あらかじめ用意されたシュウマイ弁当を抱えて                           

会 場： 湘南とつかYMCA 1階ホール        裏手のテーブルへ、ひと時 その日の成果に花が咲きます。 

   出席者:：（ゲスト）渡邊慶子さん ほか友人･知人ら6名     お隣りに繰り広げられているキッズマーケットは…と見れば、 

（メ ン）大高・岡・加藤・佐藤・瀬戸・土方･  リサイクルした子ども服やおもちゃでいっぱい、子ども用の  

                 吉原・若木・浦出           自転車も有ります。いつものことながら、このコーナーでの 

（メネット）加藤・吉原・浦出   計）19名   売上げもワイズバザーといい勝負、今年はいかに…。 

                “私たちは横浜YMCA国際･   さぁ そろそろ‘図書’の方にも皆さん、お立ち寄り始め 

           地域協力募金のためのこの‘祭’ ました。やはり、傾向としては小説本より趣味・教養本に目が 

           を通じ地域の皆さんと共に働く  寄せられています。中には 熱心にページをめくっておられる 

機会を大切にしたいと願い…、   御仁も…。加藤ワイズお持ちの封筒には千円札も入ってきて…、 

今年もお天気にも恵まれ、上の  さぁ そろそろ店じまいのお時間が近づきました…。‘申し訳 

様な陣容で実施されました。   ありませんが…’と心に念じながら、こちらも閉店に…。 

今年から‘ワイズ･バザー’のネーミングのもと、前日には   かくして、今年も終わりました。来年こそは‘飲食ブース’ 

例年どおり14時から‘値付け’も行われて…、そしていよいよ  やウォーターボーイズによるシンクロ発表会も見て回りたい  

当日、8時には全員が顔を揃え、9時半の開扉を待つばかりです。 もの…との感を新たに、熱気冷めやらぬ会場を後にしました。 

時満ちて館内放送が響き一斉にドアーが開かれ、待ち構えた    

皆さんが入場…と、いつもながらの光景が広がり始めました。   

粛々と…と思われたのも束の間、皆さんの目は忙しく、並べ    

られた献品の山に注がれ始め、寄せては返す波のようなうねり    

に変わっていきます。様々な方向から、手、手、手、…。      

若木・加藤両ワイズと図書コーナーを担当しましたが、今の   

処、手持ち無沙汰、ボチボチ…といったところです。見渡すと、  

金銭出納を担当の岡ワイズは脇目もふらずに忙しそぅ…、一方、   

お客さんと直接やりとりの女性軍、申し訳ないほど大忙しの態、 

そして、わがコーナーが賑わうころには、女性軍は落ち着いて   

きています。気が付けば早や正午近く、手の空いた方から…、 

                                                   

☆第2回部評議会から☆      加藤 利榮          ☆第2例会報告☆     浦出 昭吉                                         

日 時： 2018年11月17日(土) 14：00～16：00. 

会 場： 横浜中央YMCA 606号室 

出席者： 佐藤節子部長ほか部役員・クラブ役員ら15名 

標題の会合が開かれ、クラブ書記として参加しました。今回は、 

森田幸二郎次期部長が伊藤康一クラブ会計とともに沖縄クラブから 

参加され、実のある会合と受け取れるひと時となりました。 

定数確認の後、堀田書記の司会により議事に入り、提出された 

8つの議案について 早速、趣旨説明と意見が交わされました。 

 具体的･細部にわたる審議内容については部書記による議事録 

に譲るとして、印象に残った議案について略記しておきたい。 

当日の一番の問題点は次期部長の活動費の支給に関し、金子直前

部長の次年度部運営検討委員会委員長としての立場からの提案に

よるもので、部長が出席を求められる部大会等7項目にわたる部の

行事のうち、いずれに経費を充てるかが論議の中心課題となり、結

論として、「必要最小限計15万円、当年度限り・特別積立金から支出」

というほぼ妥当な結論に達し、賛同を得ることができました。         

部－Y合同新年会は1月

12日(土)・廣東飯店、沖縄   

                  公式訪問2月16日(土)に      

決定し、散会しました。 

日 時： 2018年11月20日(火) 18：30～20：00 

会 場： 湘南とつかYMCA 205号室 

出席者：(メン) 岡･加藤･佐藤･瀬戸･土方･吉原･若木･浦出    

(メネット) 加藤・吉原        計) 10名       

◇ 報告事項 

①11/2(金)・3(土)：湘南とつかY祭・ワイズバザー（別掲）                 

②11/4(日)：藤井寛敏ワイズ・受賞祝賀会(別掲) 

③11/11(日)：部フレッシュ･セミナー開催(別掲) 

④11/17(土)：第2回部評議会(別掲) 

⑤YMCA関係：Y祭は例年並みの成果を挙げることができ、

感謝したい。湘南とつかYMCA では、体験を中心と

したウエルネススポーツクラブを発足させた…等。 

◇ 協 議 

①12月例会の件：レザンで鎌倉クラブと合同例会を開催する。 

                    （掲示板参照） 

  ②第2例会（12/18）の件：例会後、納めの会を開催する。 

  ③第82回Y－Y’s協議会：12/4（火）・関内中央YMCA 

  ④とつか区民クリスマス：12/8（土）・湘南とつかYMCA 



 

 

   ⑤部・Y合同新年会：１/12（土）・廣東飯店・18：00 

◇12月分ブリテン原稿を依頼した。 

【特別寄稿】 ☆東日本大震災からまもなく８年をふり返って☆ 

東日本区12代理事 清水 弘一（石巻広域クラブ） 

3.11 大地震から 7 年 8 か月が経ち、

初めて被災地を訪れた関西の若い学生は

復興工事が進む状況を見て、ここに大津

波が押し寄せ、何百人、何千人もの犠牲   

者があったところかとふと疑問に思うそ

うです。また、震災の爪痕がまだ残っているときになぜ訪れな

かったのかと悔やむ若者もおります。復興工事の進捗状況や内

容に地域の差はありますが、仮設住宅から復興住宅へと移る方、

移れない方など、事情は様々ですが、インフラ部分は 確かに

目に見えて進んできております。                 

我がクラブが活動する石巻市は人口約16万人、被災された

死者数、関連死を合わせて 3,552 人、行方不明者 420 人、計

3,972 人（いずれも2018 年 10 月末現在）、宮城県内では最大

の被災地で33，7％もの方が犠牲になられました。被災された

方の中には、震災直後はこの世の終わりと思い、自分はなぜ助

かったのか、助けられたのかに悩み、7年が経ち最近少しずつ

当時の事を語り始めた方もおられます。幼い 3 人の子どもを

津波で失っても 全国からのボランティアを受け入れ 地域の再

生に励む若い夫婦、母親の手を放し 自分だけが助かったこと

を悔やむ若い娘さんなど 100 人・100 種の真実があります。

でも多くの方は、過去のことは考えない、今 出来ることをし

よう、何とかなるさ… という東北人特有の開き直った意思の

強さを感じます。    

石巻広域クラブは、2016年5月にYMCA石巻ボランティ

アセンターを引き継ぐ形で全国のワイズメンズクラブや

YMCA の支援を受けて誕生しました。被災を受けたメンバー

とともに最近は、復興団地内で住民間のコミュニティー作りや

震災の教訓を後世に伝えるため 被災地の中学生と協働して

‘津波の教え石’設置などの活動を行っています。 

横浜 YMCA の皆さんには震災直後から様々な支援活動を

続けてくださり、8月にはハンドベルコンサートを石巻市と塩釜

市で、横浜つづきクラブさんには毎年 山元町の特別養護老人ホ

ームや保育園で誕生祝いの会を開催していただいています。 

これから 国内は2 年後の東京オリンピック･パラリンピック

一色に包まれるでしょうが、人口減少が続く被災地、いまだに

先の見えない福島第一原発被災地エリア、孤独死が続く現状、

被災企業の補助金返済問題など数多くの難題があり、被災地は

風化という現実に晒されています。今、被災地に来られるボラ

ンティアの数は最盛期の10％以下になっています。この7年間、

支援活動を通じて人とのつながり、絆の大切さを学び、YMCA

とワイズメンズクラブの組織の素晴らしさを再認識しました。

これからも被災地に私たちを必要とする方がいる限り、

YMCAとともにY‛sの存在意義を高めていきたいと思います。                                         

 

（清水さん、居住まいを正して読ませていただきました。有り難うございました。） 

湘南とつかYMCA でも、毎年 3 月･第 1 日曜日に『東日本大震災･

熊本地震復興支援チャリティ―コンサート～Heart to Heart～想いを 

のせて』をテーマに、コンサートと街頭募金を実施しています。 

今年で7回を数えました。 

  レザン通信            尾原 萌子 

10 月 29 日よりカフェレザンがオープン

しました。月～木の11時～16時の営業で、

ランチは火･水･木の3日間限定です。 

豆腐ハンバーグランチなどの一汁三菜を

ベースとしたヘルシーランチを管理栄養士                 

のもと提供しています。オープンして1カ月が経ちますが…、

近隣に住んでおられる方や幼稚園･保育園に通う親子、近くの

会社の方など、さまざまな方にいらしていただいております！ 

キッズ･スペースも有るので、子どもも遊ぶことができ、ゆ

っくりと食事を楽しんでもらっています。また、パン工房ア

ンジュのパンもカフェで食べることができ、アンジュとレザン

とが地域の中で必要とされる場所になれば…と思います。 

  通ってくる障がいある方は、慣れない接客や調理の仕事に

戸惑いながらも、素敵な笑顔で、「いらっしゃいませ！」と

元気にあいさつしています。そして、仕事が終わると、「お

客さんがたくさん来てくれて嬉しいですね！」とやりがいの

ある顔を私たちに見せてくれます。 

  12月1日の例会では、ヘルシーなランチと美味しいコーヒ

ーを用意して お待ちしております！（☎ 045・860・5252） 

 

☆藤井さん、おめでとう…☆   浦出 昭吉 

 11 月4 日（日）正午から東京･青山のアイビーホールで

開かれた「藤井寛敏君バランタイン賞受賞祝賀会のご案内」

のはがきを懐に、加藤ワイズと参加してきました。 

 広々とした会場の指定されたテ－ブルに就くと、お顔馴染み

の方ばかりです。頂いたプログラムには、日本で受賞された

ワイズは奈良傳さん以来7人目とか…。ご本人、否、日本

のワイズにとっても大変名誉なことと思われました。 

 来賓祝辞のあと山田敏明次期理事から乾杯の発声があって

一転、場内は華やいだムードに…、次々と運ばれてくるお料理

に舌鼓を打つ暇もないほど、あちこちに歓談の輪が拡がるう

ちに、主役のご夫妻も回って来られ、1枚パチリ…。(写真) 

 終りは、本日のあるじからのご挨拶があって、80名を超

すお客様からの盛んな拍手のうちに お開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

☆部フレッシュセミナーに講師として☆   加藤 利榮 

 11月11日(日)10時からの標題の会合、3名の講師、「ワイズ

の原点」について鈴木茂さん、「東日本区定款」について辻剛さん、

そして当方から「ワイズの歴史」について、各々説明しました。 

 それぞれの持ち時間は30分、沖縄が当部に所属した由来な

ど、主にその歴史的事実を中心にお話ししました。沖縄に延べ

30回以上往復し、87年以来、沖縄YMCAの維持会員でもあ



 

 

る当方にとっては、何を今さら…といった感、無くも無かった

ところでしたが、与えられた時間を何とかクリアーしました。 

☆YMCAだより☆            瀬戸 俊孝                          

～地域と共にYMCA・い～とつか祭～ 

  11月3日(土･祝)に今年も「YMCA・い～とつか祭」を行いました。

同日には近隣の横浜市立東戸塚小学校で「戸塚区民祭り」も行わ

れました。「戸塚区民祭り」と「YMCA・い～とつか祭」を往き

来する姿も多くみられました。YMCA単独のイベントではなく、

地域の方との共催という形での開催も浸透してきて、毎年多

くの方にご来館いただき、本当に感謝しかありません。横浜

とつかワイズメンズクラブの担当は『ワイズバザー』、今まで

の『のみの市』から名前を変えての実施です。年々、献品の

質･数ともに集めるのが大変になってきてはいますが、ワイズ

メン、メネット、ご友人の皆さんは休憩の時間もなく、12：00

過ぎまで売り子に徹していただきました。感謝です。今年も

全体の募金総額が 100 万円を超えました。多くの企業、団体

皆さまにご協力いただきました。ありがとうございました。 

  国際･地域協力募金として海外で困難な状況にある方々や

日本国内で緊急な支援が必要な方々、また東日本大震災復興

支援として役立てられます。 

 

             

 

 

 

 

 

          

 

 

 

☆今月の歳時記から☆ 

‘熱燗 あつかん’と‘初雪 はつゆき’ 

‘熱燗’、冬の寒い夜、熱燗したお酒をグイッと飲むのは

酒好きの人にはこたえられないもの。しばらくするとお腹

の底から温まってくる。これに湯豆腐でもあれば言うこと

なし。酒は五〇度前後に温めるのがよいとされるが、寒い

ときは七〇度にも八〇度にも熱して飲むと言われています。 

熱燗に舌を焼きつつ談笑す     虚 子  

燗熟し妻をしまひの湯にゆかす   柳 芽 

熱燗の遺影頬笑む語りつぐ     悟 童 

 次に‘初雪’、その冬初めて降る雪のこと。北国では稲刈

りの頃、もぅ近くの高い山脈に初雪を観る。山岳の初冠雪は

美しい。富士山は平年で9月28日、羊蹄山は10月1日、

立山は10月10日。平地の場合、札幌は平年で10月31日、

秋田は11月13日、金沢は12月2日、東京は12月30日、

鹿児島は1月4日となっています。 

  闇の夜のはつ雪らしやぼんの凹   一 茶 

   はじめての雪闇に降り闇にやむ   節 子 

初雪は隠岐に残れる悲歌に降る  朱 鳥         

初雪や水仙の葉の撓むまで    芭 蕉 

（午） 

  

☆12月･‛19/1月のこよみ☆ 

➢12/1（土） 鎌倉クラブ合同例会・レザン・13：00 

➢12/4（火） 第 82回Y－Y‛ｓ協議会・関内中央 YMCA・19:00 

➢12/8（土） 区民クリスマス・湘南とつか YMCAホール 

➢12/18(火) 第2例会･年納め：とつか YMCA ほか・18：30 

➢12/20(木) 横浜 YMCA クリスマス・湘南とつかYMCA 

➢１/12(土) Y-Y‛s合同新年会・廣東飯店・18：00 

➢1/22(火) 第 2例会・とつか YMCA 205号室・18：30 

 

～1２月会合のご案内～ 

① レザンで鎌倉クラブと合同第1例会 

          12月1日(土)・１３：００～１４：３０  

   主なプログラム：会食後、「レザン支援のあり方」 

         について協議します。 

 ② 年納め・第2例会   

     1２月１８日（火）18:：30～・205号室 

   大事なご相談があります。ご出席方宜しく…。 

例会後、「かしお」に移動して忘年会を開きます。 

   

～ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ～ 

                 （該当なし） 

           

【掲示板】              会  長                                                        

◎ レザンでの例会の件 

  ア 12月1日（土）・１２：３０・戸塚駅上段改札

を出た処で、鎌倉クラブの皆さんを出迎えます。 

イ 鎌倉から4名参加の予定です。 

   ウ プログラムのメインは、尾原萌子施設長による

レザンについての現状説明等を伺ったのち、今後

の支援の在り方などについて協議します。 

 エ 会費：千円（食事・飲み物付き） 

 オ 「レザン通信」をご参照ください。 

◎ 1月例会を‘合同新年会’に振り替える件 

    ア 来る1月12日（土）の中華街・廣東飯店での

YMCAとの合同新年会を第1例会とします。 

    イ 会場は、中華街・本通りを善隣門側から入っ

て50メートル歩いた右側です（萬珍楼向い側）。 

          ☎ ０４５・６８１・７６７６ 

ウ 会費：＠5千円 

◎ 沖縄への部長公式訪問の件 

   ア 本年度の部長沖縄公式訪問は2月16日(土) 

  ～17日(日)に予定されています。 

          イ 所要経費：4 万円前後(11／26 現在・Y トラ

ベル・☎ 045・664・3070・小林さん) 

        ウ 取りまとめ：加藤書記（☎045・802・4500） 

◎ 12月8日(土)の区民クリスマス会とは…。 

    区内12の教会が集まる恒例のクリスマス会です。 

〈後記〉 

いよいよ師走、ワイズの上半期も終盤、来る年には、何を目標に 

 



 

して…、それにつけてもお風邪など召されぬよう…。  （T/K〉 


